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中国仏教研究の動向と課題

木 村 清 孝

は じめ に

筆者は,1988年,中 国および東アジアの仏教に関する研究の状況について報告

し,そ の問題点と見通しについて論じた1)。本論は,そ の延長線上において,筆

者の目から見た現在の中国仏教研究の動向と,取 り組むべ き課題について考察し

ようとするものである。

ところで,本 論の主題に関連 して,最 近注 目される発表が相次いでなされた。

そ の第一 は,吉 津宜英氏 の 「中国仏教研究 の一動向― 「批判的研究」について

―」2)である。氏はこの報告の中で,伊 藤隆寿氏や松本史朗氏に よって遂行 され

た中国仏教のいわゆる 「批判的研究」(後述)の 問題点を独自の視点から洗い出し,

部分的には共感を示しなが らもかな り厳 しい批判を展開された。次に,福 井文雅

氏は,「 日本の道教研究史の回顧 と問題点」3)において日本の道教研究史を整理さ

れ,と くに第二次大戦後における研究の特色 と現今の課題を明らかにされた。そ

の所論には,例 えば 「道教を視野に入れない中国仏教研究も万全ではない」 とい

った主張からも推測できるように,中 国仏教研究者が考えるべき問題の指摘も多

い。さらに,先 般 日本を訪れたバーナー ド・フォール(B. Faure)氏 は,「禅研究

―方法論的諸問題―」 と題する東京大学での講演4)に おいて,ア メリカにおける

禅研究が構造主義的アプローチなどさまざまの新 しい方向を模索し,現 に成果を

出しつつあることを報告された。その中で氏は,上 記の 「批判的研究」について

は,「正統仏教への新たな意志の表明」(The assertion of a new will to orthodoxy)

として批判しておられた。以下にも若干言及するが,筆 者自身もこれらの諸研究

を通して主題に関する思索を深めることができた。合わせて参照 していただけれ

ぽ幸いである。

1.研 究 の基 盤

まず,中 国仏教の研究の基盤がどうい う面で,ま たどの程度整 ってきているか
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について見てみよう。

筆者は,冒 頭に触れた小論の中で,一 つの課題として 「基本的資料 と参考文献

類の一層の整備 ・充実が進められるべきである」 と述べた。 しか し,思 うに,こ

の点は現在,相 当に改善されてきている。

第一に,基 本資料に関しては,こ れまで知られなかった資料や知 られていても

手に入れ ることが難 しかった資料が続々と公にされている。例えぼ,「敦煌宝蔵」

は一応の完結を見たし,「中華大蔵経」はかなり刊行が進ん でい る。 日本では,

「七寺古逸経典叢書」の公刊 も開始された。これ らに.よって,従 来のようにもっ

ぱら大正新脩大蔵経に依存するだけでは十分な研究はできないことが.誰 の目に

も明らかにな りつつあるのである。

第二に,実 証的な文献研究に不可欠の索引類の充実も著 しい。 『法華経一字索

引』『五教章一字索引』『碧巌録索引』をはじめ,枚 挙にい とまがないほ どである。

第三に,特 定の研究の位置づけをするために必要な概説書も,ほ ぼ整え られた。

その集成書 ともい うべ き鎌田茂雄 『中国仏教史』,任 継愈主編 『中国仏教史』の

刊行 も峠を越えつつある。

これ らに加え,第 四に,学 界におけ るコソピューター利用のいち早い導入 と普

及は,膨 大なテキろ トの語彙の検索や関係論文の調査を容易なものにしてぎてい

る。 日本印度学仏教学会のテキス トデータベース作成検討委員会の調査によれば,

1995年5月 現在で,会 員諸氏によって入力されている漢訳仏典 ・漢文仏教文献は,

すでセこ50を超えたとい う5)。このような動 きは,研 究基盤の確立 と研究の促進に

大きく貢献するものとなろ う。

2.研 究 の現 状 と動 向

では,上 述 した研究基盤の整備を承けて,中 国仏教研究はいよいよ盛んになっ

ているであろうか。残念なが ら現状はそ うではない。 このことを端的に映し出す

と考えられるものに,内 外の学会等における発表論文数がある。まず,本 学会の

過去三年間の学会誌掲載論文の数を調べてみ る と,関 係論文は92年 度は233篇 中

28篇,93年 度は187篇 中31篇,94年 度は217篇 中22篇 である。その全体に占める割

合は,平 均で13%,94年 度だけ見ると,約10%で ある。ちなみに,発 表が2年 に

1度 に制限されていた86・87年 度を合わせてその数を出してみると,関 係論文数

は401篇 中58篇,約14.5%で ある。これ らの うち,例 えぽ上の13%と い う数字を

多い とみるか,少 ないとみるか,あ るいは適当と見るかは,人 に よって異 なろ
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う。 しか し,こ こ数年 の傾 向 として,イ ン ド学仏教学研究に 占め る中国仏教 研究

の比重 が小 さくな りつつあ るこ とは,こ の調査 か ら明 らかで あ ろ う。 このこと

は,東 方学 会が毎年刊行 してい る英文 の 『東方学 関係著書論文 目録』(Books and

Articles on Oriental Subjects)の 調査 に よって もほぼ確かめ られ る6)。

次 に,最 近 国際的な動 向を うかがわ せ る一つ の指標 として,例}ば94年10月 に

メキ シコシテ ィーで開かれた第11回 国際仏教 学会学術会議(11th Congress of the

International Association of Buddhist Studies)セ こおける関係論文 の発表数が ある。

この学会 は,も ともとさほ ど大 きな組織 では な く,ま た仏教研究者 の少 ないメキ

シコでの開催 とい うこともあ って,登 録参加者数 は80余 名 であったが,合 計74篇

の研究論文発表(Addressを 除 く)が 予定 された。 しか し,そ の大半 はイソ ド仏教

チベ ット仏教 に関わ るものであ り,中 国仏教関係 の論文 は,そ の うちわず か5篇

にす ぎなか った。 率にす れば,7%弱 で ある。 しかもそ の中には,内 容的 に どう

か と思われ るもの も含 まれていた。 この ことだけ か ら断定す る ことは危険で ある

が,国 際 的に見た場合,中 国仏教 研究には まだ質量 とも)に問題があ り,そ のこ と

が仏教学全体 の水準を必ず しも高めていかない要因 の一つ になっているのでは な

いか とい うのが,率 直な感想であ った。

この よ うに,総 体 として見れば,中 国仏教研究 は内外 ともに下降気味 に映 る。

けれ ども,近 年公刊 された個 々の成果を拾 い上げ てみ る と,注 目すべ きものも少

な くない ことに気づか され る。 とくに,国 内でそ うであ る。試み に,90年 以 後 の

主要な著書を卑 見の及ぶ範囲 で次 に例挙 してみ よ う。

a.上 山大峻:敦 煌仏教 の研究(1990,法 蔵 館)

b.諸 戸 立雄:中 国仏教制度史 の研究(1990,平 河出版社)

C.鎌 田茂雄:中 国仏・教史(1990・1994,東 京大学出版会)

d.吉 津 宜 英:華 厳 一乗思想 の研究(1991,大 東 出版社)

e.伊:藤 隆寿:中 国仏教 の批判 的研究(1992,大 蔵 出版)

f.木 村 清孝:中 国華厳思想史(1992,平 楽寺書店)

g.椎 名 宏雄:宋 元版禅籍 の研究(1993,大 東 出版社)

h.小 林 正美:六 朝仏教思想 の研究(1993,創 文社)

i.松 本 史朗:禅 思想 の批判 的研究(1993,大 蔵出版)

j.牧 田諦亮(監)・ 落合俊典(編):七 寺 古逸経典叢書(全6巻,1994～,大 東出

版社)

k.菅 野 博史:中 国法華思想 の研究(1994,春 秋社)
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1.高 崎直道 ・木村清孝(編):シ リー ズ ・東アジア仏教(全5巻 ・別巻1,19

95～,春 秋社)

思 うに,こ れらのものは,そ れぞれに貴重な成果な挙げている。すなわち,a

は敦煌の仏教の独自性を明らかにするとともに,敦 煌文献の扱い方に注意を喚起

した。bは これまであまり研究の進んでいない中国仏教の社会的一側面を解明し

た。Cは 中国仏教史を傭瞰するための有力な手だてを提供しつつある。dは 華厳

教学の大成者法蔵の思想に関する初めての本格的研究である。eは,iと ともに,

従来の無 自覚的な研究に鋭い批判の矢を放 った。fは 中国華厳思想の流れを跡付

け,そ のエ ッセソスを明解に提示した。9は 禅研究の基礎をなすべき版本の優れ

た研究である。11は 六朝仏教の儒道二教 との深い関係を明確にした。jは 新資料

を公にし,東 アジア仏教の再検討を迫 りつつある。kは 吉蔵を中心に法華思想の

教の関連性形成の 一面を克明に示 した。1は 「東アジア」 とい う枠組みの中で,

諸地域の仏 と独自性を浮き彫 りにしようと試みている。 この事実は,日 本におけ

る中国仏教研究の地力はまださほ ど衰えてお らず,分 野によっては着実に成果を

積み重ねてきていること,ま た,新 たな研究の胎動 さえ聞こえつつあることを示

しているように思われる。

3.研 究上 の 問題 点 と課 題

上述したところから,中 国仏教の研究者数の減少,な いし研究意欲の後退を示

唆する研究論文数の下降傾向は,さ ほど心配には及ぼないとい う見方 も出てこよ

う。 しかし,上 に触れたいわゆる 「批判的研究」のとくに学生や若手研究者への

影響 の大きさを考えると,そ れは見過ごしにはできまい。確かに 「批判的研究」

に属する諸研究は,例 えば中国仏教 の場合,「道」や 「理」 とい った中国の伝統

的思惟 と深 く結びついて展開していることに無頓着に,ま たみずからの研究方法

を自覚せず,イ ソ ド仏教の延長線上で,も しくは 日本仏教の源 として安易に研究

を進めてきたものに対する警鐘となった。また広 く,「仏教 とは何か」を主体的

に問 うことの重要性を再認識させた。だが,そ れ らは,概 して 「批判的」 とい う

よりはむ しろ 「神学的」(theological)な色彩を帯び,「正統仏教」を新 しく立てる

結果を招 い てい る7)。また,「批判的研究」の推進者たちは,文 献学的研究にせ

よ,思 想史的研究にせ よ,「価値自由」(Wertfrei)た らんとす る真 の客観的 ・実

証的研究8)に 対 しては,そ れが余儀なくされる苦闘とその意義を十分に理解 して

いないようにも思われ る。 しかし,そ のような問題点を内包するにもかかわ らず,
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「批判的研究」は,と くに中国仏教研究の分野にお い て.若 手研究者の研究への

意欲をそいできた節がある｡い まわれわれは,新 たな地平へ向かって研究を再構

築 していくべ き時を迎えているといえ るのではなかろ うか。

では,さ しあたってどうい う点を心がける必要があろ うか。

思 うに,そ の第 一は,従 来の研究の欠陥や弱点を再検討することである。例え

ば,無 自覚的な宗学的アプローチなどは,強 く反省されるべきであろ う。また,

これまで概 して細かな ところだけに目を向けがちであった姿勢を改め,大 きな視

座に立って対象 とする問題の性格をしっか りと見極めることも大切であろう。

第二には,中 国仏教研究のほんとうの 「面白さ」を発見し,発 見した上はそれ

を宣揚することである。けだ し中国仏教は,人 間に とって安らぎ,な いし救いと

は何かという,宗 教の本質を探る絶好の場である。なぜならそれは,広 義の宗教

の次元において,イ ン ドと中国 との間の激 しい文化摩擦の末に生 じた結晶体 とも

いえるものだからである。それだけに,少 し踏み込んでみれば,こ れほど興味 ・

関心を惹 く分野は多 くないと思われ る。その面白さを見出し,そ れを広 く伝}て

いくことが,中 国仏教研究を充実させ,発 展させる大きな力になるであろ う。

第三は,従 来やや もすれば陥 りがちであった漠然 とした研究の仕方を改め,研

究対象 と研究方法をはっき りと自覚 し,明 確化することである。 これは,い うま

でもなく研究者個々人に委ねられた問題であ り,個 々人の責任において遂行 され

るべき問題である。 しかし,そ の研究方法に関して参考までに筆者の基本的な区

別の仕方をいtiば,次 のようになる。すなわち,中 国仏教の研究は大きく,文 献

学的研究,思 想史的研究,哲 学的研究,宗 教社会学的研究の五つに分かれる。い

ずれにも,厳 密な批判的態度が求められることはい うまでもないが,研 究者はま

ず,み ずからの研究がそれらのどれに当たるかを検証 してみることもよいのでは

なかろ うか。なお,こ の うち筆者がよるものは,主 に思想史的研究であ り,こ れ

には正確な歴史学的知識の修得が前提 となる。

第四は,海 外の研究者や研究団体 と積極的に交流をはかることである。それに

よって,一 方では我々自身がさまざまの刺激を受け3新 知識を得ることができる。

とくにアメリカの人文 ・社会研究は,よ くも悪くも時代の動きを敏感に反映す る

から,ア メリカの研究者らと交わ り,そ こで開かれる学会に参加することは有意

義 であろ う。 しかし,そ うした交流を単に受け身の姿勢で進めるだけでは不十分

である。むしろ,こ ちらが発信基地 となって,情 報や研究成果を積極的に海外へ

送 り出さなければならない。まに実際,そ れに値するものも少なくない。そのこ
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とは,前 節 に例示 した諸著作だけか らも推 察 され よ う。

結 び

中 国仏教研究 は,現 在 そのあ り方 を問い直 され,再 構 築 を求め られ ている。思

うに,そ の再構築 の道 を歩む ことは決 して楽 ではなかろ う。 しか し,そ の道が ど

うい う道かはすで にほぼ 明らかで ある。それ は,宗 教研 究 の真 の楽 しみをたたえ

た明 るい道であ る。意 欲あ る多 くの人 々 とともにこの道 を しっか りと歩 んでい く

こと,そ れが筆 者のい まの強い願いであ る。

1)「 中国仏教研究の現状 と課題― 華厳思想を中心として―」(『中国一社会と文化』3,

1988.6.)。 これを踏まえ,さ らに視野を広げて随想風に纏めたものに,「東ア ジア仏

教研究の過去 ・現在 ・未来」(『春秋』303,1988.11.)が あ る。

2)1994年 度 の仏教思想学会における発表に基づ くもの。『仏教学』36(1994.12.)所

収.

3)r町 田三郎教授退官記念 中国思想史論叢』(1995.3.)所 収。

4)原 題 は"Chap/Zen Studies: Some Methodological Issues".1995年5月 に行われた

ものである。

5)1995年6月9日 に開かれた同委員会の配布資料<入 力文献 リス ト>に よる。

6)同 目録における過去3年 間の収録論文数を調べた ところ,中 国仏教関係は,91年 度

156篇,92年 度130篇,93年 度139篇 であ り,93年 度 では全体の約4%を 占め ていた。

同目録の収録論文数は,年 によって必ずしも一定 しないから,単 純な比較や統計化は

できないが,や や減少傾向にあるように見える。

7)P.N.Gregory,Tsung-mi and the Problem of Hongaku-shiso(『 駒沢大学禅研究

所年報』5,1994。3.)お よび,注 記(4)記 載 の フォール氏の講演の梗概を参照。

8)「 価値 自由」(Wertfrei)の 理念は,マ ックス ・ウェーバー(M.Weber)に よる。

ただし,筆 者はかれのように,完 全に主観性をな くした,純 粋に 「価値 自由」な学問

が成 り立つと考えているわけではない。けれども,む しろそのことを認識 し,不 断に

問題の扱い方の不十分さや問題点の見落としへの恐れを抱きながら,研 究対象に対 し

て一定の視角と距離を保つべ く努めることによって,客 観性のある一つの優れた解釈

一真実を指し示 している可能性をもつ一が生まれるのではなかろうか。そして,そ の

ような解釈の提示 こそ,と りわけ人文社会系の学問が 目指すべきものなのではなかろ

うか。

〈キーワード〉 中国仏教研究,中 国仏教の本質,価 値自由

(東京大学教授,文 博)
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